
【北区】①区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちの理想像』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

ボランティア活動のしやすいまち
安心して一生暮らせるまち
学生が住み続けたいまち
学生主体で、若者の多いまち
気軽に声掛けできる交流が多いまち
居場所（休憩所など）のあるまち
近所の交流など話し相手のいるまち
健康寿命の長い長寿のまち
見て良し住んで良しの子どもから大人まで楽しく暮らせる心地よい
まち
高齢者が安心安全に暮らせる共助のまち
高齢者が元気なまち
高齢者が住みよいやさしいまち
高齢者が働きやすいまち
国際色豊かで、いろんな地域活動が盛んなまち
祭りを維持し、自然を活かしたイベントの多いまち
三世代で楽しく暮らせるまち
市民・来訪者・外国人とも共生できるまち
自由に集える場のあるまち
若者が移住・定住したくなるまち
若者が住める、若者が帰ってくるまち
住民が増えてにぎやかで自然の中で豊かに暮らせるまち
住民が増えるまち
住民の交流が盛んな、子どもやお年寄りにやさしいまち
住民自治の進んだまち
多世代・多様性を受け入れる地域コミュニティが活発なまち
誰もが活躍でき、必要とされるまち
地域活動やイベントが活発なまち
様々な世代と交流できるまち
老後も安心でお年寄りが元気なまち
老後寂しくないまち
安心して一生暮らせるまち
高齢者が安心安全に暮らせる共助のまち
いつでも遊べる安全な環境が整備されたまち
安心して暮らせるまち
高齢者も1人で歩ける安心できるまち
災害が少ないからこそ防災に取り組むまち
災害のないまち
災害も犯罪もなく、安全安心に暮らせるまち
子どもが安心安全に暮らせ、成長できるまち
犯罪がなく、安全安心に暮らせるまち
防災に力を入れているまち
防犯防災に強いまち
いろいろなお店のあるまち
きれいなまち
ごみのないきれいなまち
フルーツや名産品などおいしいものがたくさんあるまち
まちに人が出てくる活気あるまち
観光客が快適に過ごすことのできるまち
経済が回る町
経済が活性化し、働く選択肢の多いまち
耕作放棄地のないまち
産業に強いまち
自然豊かで安心できるキレイなまち
出かけたくなるイベントにあふれる楽しいまち
商店街が充実したまち
人の往来が多く、観光でにぎわうまち
先端産業集積都市

＜区別計画：北区＞視点１『多様な人材が力を発揮し、持続可能な地域を築
く』
区民、ＮＰＯ、事業者など、多様な力をいかし、誰もが地域の主役としていき
いきと活躍できるまちづくりを進めます。

＜区別計画：北区＞視点１『多様な人材が力を発揮し、持続可能な地域を築
く』
地域のつながる力を高め、互いに支え合うことにより、安心して安全に暮らせ
るまちづくりを進めます。

＜区別計画：北区＞視点２『まちなかや中山間・周辺地域など、すべての地域
の魅力を高め、活力ある未来を創る』
都心、市街地、田園、中山間地域など、各地域のそれぞれの特色をいかし、多
様性に富んだ魅力を最大限に引き出し、農業の振興、企業立地の推進、賑わい
の創出など、活気あふれるまちづくりを進めます。



【北区】①区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちの理想像』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

多様で豊かな自然が身近に感じられるまち
地元で働けるまち 
地産地消が促進されたまち
地産地消や自給自足が進んだまち 
働きやすいまち
特産品などのおいしいものがたくさんあるまち
農業で暮らせるまち
農業のしやすいまち
緑のきれいな空気のおいしいまち
緑豊かなまち
どこでも住民サービスが受けられるまち
移動がしやすく、交通の利便性の良いまち
交通弱者にやさしいまち
公共交通の充実したまち
公的機関や支所が継続して充実するまち
公平な行政サービスが受けられるまち
自転車で安全に移動できるまち
祭りを維持し、自然を活かしたイベントの多いまち
市民・来訪者・外国人とも共生できるまち
住民が増えてにぎやかで自然の中で豊かに暮らせるまち
地域活動やイベントが活発なまち
様々な世代と交流できるまち
きれいなまち
ごみのないきれいなまち
観光客が快適に過ごすことのできるまち
出かけたくなるイベントにあふれる楽しいまち
人の往来が多く、観光でにぎわうまち
多様で豊かな自然が身近に感じられるまち
特産品などのおいしいものがたくさんあるまち
緑のきれいな空気のおいしいまち
緑豊かなまち
アートなど文化財にあふれるまち
イベントや施設の情報がわかりやすいまち
うらやましがられるまち
グルメ自慢のできるまち
フルーツや名産品などおいしいものがたくさんあるまち
愛着があり推せるまち
移住したいまち
関係人口が多く、若い世代に選ばれる魅力あるまち
幸福度ランキング1位のまち
国際交流が盛んなまち
子どもも大人も学ぶことのできるまち
市外に出た人が戻ってくるまち
自然を大切にし、自然が体験できるまち
自然豊かで安心できるキレイなまち
自分の街に責任をもつ地域を誇り愛する人のまち
住民が地域のことを知り、誇りに思うまち
人が自然に集いながら楽しく散歩できるまち
草が刈られて、清流が守られた美しいまち
地域の歴史を誰もが語れるまち
伝統文化が守られる、継いでいけるまち
伝統文化が続く岡山弁のまち
文化財や街並みが残るまち
文化力の高い芸術のまち
豊かな自然と歴史があり、心豊かに暮らせるまち
戻ってきたくなるまち
歴史、伝統文化に触れやすく、大切にするまち
歴史を大切にする文化が継承されるまち

＜区別計画：北区＞視点３『人と人、地域と地域の交流を深める』
公共交通の利便性向上や道路ネットワークの充実により、地域と地域を結びつ
け、交流の促進につなげます。

＜区別計画：北区＞視点３『人と人、地域と地域の交流を深める』
歴史・伝統・文化、自然、特産品など、地域資源を活用した取組や学ぶ機会の
充実によって、区民の地域への愛着と誇りを育むとともに、積極的に発信する
ことで、人と人、地域と地域がつながるまちづくりを進めます。

＜区別計画：北区＞視点２『まちなかや中山間・周辺地域など、すべての地域
の魅力を高め、活力ある未来を創る』
都心、市街地、田園、中山間地域など、各地域のそれぞれの特色をいかし、多
様性に富んだ魅力を最大限に引き出し、農業の振興、企業立地の推進、賑わい
の創出など、活気あふれるまちづくりを進めます。



【北区】①区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちの理想像』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

行政・学校からの連絡がスムーズなまち
子どもが多い元気なまち
子どもが多く、子どもの声が響くまち
子どもにやさしく、叱れるまち
子どもに優しく子育てしやすいまち
子ども支援が充実し、子どもが安全に暮らせるまち
子育てがしやすいまち
子育てしやすく、子育て層に選ばれるまち
先進的なことが学べるまち
子どもが多い元気なまち
子ども支援が充実し、子どもが安全に暮らせるまち
個性を伸ばす教育を行うまち
子どもたちのやりたいが叶うまち

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
若者、女性がそれぞれの望むライフプランを実現し、未来に希望をもって暮ら
し、働き、活躍でき、幸せを実感できる地域づくりを促進します。

結婚支援のあるまち

世代間の交流があり、高齢者の知恵が生かされるまち

病院、介護施設が充実したまち

病院が多く医療が整ったまち

空き家のないまち

空き家が少ないまち

スポーツができる場所が確保されたまち

スポーツや娯楽にあふれるまち

ライブなどの地方公演が来るまち

誰もがスポーツ観戦するまち

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
未来を担うこどもたち一人ひとりが将来に夢と希望を持って健やかに育つよ
う、こども・若者の権利を尊重し、最善の利益を追求します。

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
人生１００年時代を迎える中、誰もが生涯にわたる学びを重ね、住み慣れた地
域で互いに支え合いながら、健康にその人らしく暮らせるまちづくりを進めま
す。

＜長期構想＞視点３『安全・安心の充実』
市民の暮らしを支える拠点の形成や交通ネットワークの充実、景観の保全・活
用や身近な生活環境の改善等を通して、安全で快適・便利に暮らせるまちづく
りを進めます。

＜長期構想＞視点４『愛着・誇りの醸成』
こどもの頃から岡山の豊かな自然や固有の歴史・文化を学び親しむことによ
り、地域を知り、地域を大切に思う心を育みます。また、歴史・文化、スポー
ツ等が持つ「つながる力」をいかし、様々な交流・連携を深めて、まちの活性
化や一体感の醸成につなげます。

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
教育・文化・医療等の都市機能の充実や、子育てと仕事の両立がしやすい環境
など、「住みやすいまち」としての魅力をさらに高めることにより、市民誰も
が心豊かにいきいきと暮らせるまちづくりを進めます。



【中区】①区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちの理想像』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

ウォーカブルシティ

回遊性のある交通網で公共交通が便利なまち

渋滞が少なく、分かりやすく自由に移動できるまち

歩いて観光できるまち

若者が進学・就職しても住み続けたいと思えるまち

ゴミのないきれいなまち

自然が豊かで、人と動植物が共生するまち

地域資源を大切にし、環境が整ったまち

緑が多く空気がきれいなまち
地域資源を大切にし、環境が整ったまち
おいしい食べ物がいっぱいあるまち
住んでいる人たちが生き生きと暮らし、ずっと住みたいと思う他地
域に誇れるまち
歴史文化を大切にする芸術文化のまち
学生と地域が協力できるまち
孤立することがなく、元気な人が多いまち
高齢者も障害者も住みやすいまち
困ったときに助け合える、相談できる、孤立しないまち
祭りやイベントが多く、積極的に活動する人の多いまち
子どもも高齢者も障害者も楽しめるイベント
若者が進学・就職しても住み続けたいと思えるまち
住民自治が進み、注目される取組のあるまち
住民同士が挨拶を交わし、協力し合い、活気があるまち
大人と子どもが一緒に学べ、世代ごとの学びがあるまち
様々な年代が集まり、会話やふれあいが多いまち

犯罪がなく、安全安心に暮らせるまち

災害に強いまち

災害支援ができるまち

親しみやすくアットホームなまち
住んでいる人たちが生き生きと暮らし、ずっと住みたいと思う他地
域に誇れるまち
孤立することがなく、元気な人が多いまち
高齢者も障害者も住みやすいまち
困ったときに助け合える、相談できる、孤立しないまち

子どもが安全安心に遊べるまち

子育て支援が手厚いまち

相談場所があり、子育てしやすいまち

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
若者、女性がそれぞれの望むライフプランを実現し、未来に希望をもって暮ら
し、働き、活躍でき、幸せを実感できる地域づくりを促進します。

趣味を謳歌できる楽しいまち 

60代以上でも仕事ができる場があるまち

病院・福祉施設が充実したまち

＜区別計画：中区＞視点３『多様な世代が交流し、地域の担い手が活躍する』
地域での健康づくり活動や見守り、支え合いにより、誰もが住み慣れた地域で
安心していきいきと暮らせるまちづくりを進めます。

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
教育・文化・医療等の都市機能の充実や、子育てと仕事の両立がしやすい環境
など、「住みやすいまち」としての魅力をさらに高めることにより、市民誰も
が心豊かにいきいきと暮らせるまちづくりを進めます。

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
人生１００年時代を迎える中、誰もが生涯にわたる学びを重ね、住み慣れた地
域で互いに支え合いながら、健康にその人らしく暮らせるまちづくりを進めま
す。

＜区別計画：中区＞視点１『「自然」と「便利さ」が調和する住の魅力を高め
る』
都心部へのアクセス性に優れ、職住近接を可能とする利便性の高い住環境と豊
かな自然環境が調和した中区の特性をいかしつつ、交通利便性の向上など、生
活環境の充実等をさらに図ることにより、誰もが快適に暮らしやすいまちづく
りを進めます。

＜区別計画：中区＞視点２『豊かな地域資源をいかし、地域への愛着と誇りを
醸成する』
暮らしに憩いと潤いをもたらす豊かな水と緑の環境を区民と協力しながら守
り、次世代へ継承していきます。

＜区別計画：中区＞視点２『豊かな地域資源をいかし、地域への愛着と誇りを
醸成する』
各地域に息づく歴史・文化遺産や特産品等の地域資源を活用、発信していくこ
とにより、区民の地域への愛着と誇りを醸成します。

＜区別計画：中区＞視点３『多様な世代が交流し、地域の担い手が活躍する』
地域団体、ＮＰＯ、企業、大学等の多様な主体がつながり、中高生等の若者を
巻き込みながら、様々な世代が活発に交流する、持続可能なまちづくりを進め
ます。

＜区別計画：中区＞視点３『多様な世代が交流し、地域の担い手が活躍する』
地域の防災・防犯力を高め、自助・共助の取組を進めることにより、災害に強
く、犯罪の少ない安全・安心なまちづくりを進めます。



【中区】①区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちの理想像』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

＜長期構想＞視点３『安全・安心の充実』
市民の暮らしを支える拠点の形成や交通ネットワークの充実、景観の保全・活
用や身近な生活環境の改善等を通して、安全で快適・便利に暮らせるまちづく
りを進めます。

高層の建物が少なく空が広いまち

＜長期構想＞視点４『愛着・誇りの醸成』
市民一人ひとりのまちへの関心の高まりが、地域づくり活動の活性化やまちへ
の愛着の高まりへとつながり、更なるまちの魅力と活力が創出されることによ
り、市民誰もが住み続けたくなる、人に薦めたくなる、より誇れるまちの実現
をめざします。

移住しやすく、定住したいと思えるまち



【東区】①区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちの理想像』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

お祭りが残っている街 ・活気のある町（西大寺）
お宝を誇り守れる、文化の香るまち
進学や就職で出ていった人が帰りやすいまち
生活に歴史が溶け込むまち
多くの文化に触れられるまち 
地域ごとの個性が集まった区
東区といえば〇〇というものが発信できるまち
東区のステイタスがある（文化、グルメ）
戻ってきたくなるまち
歴史・文化・自然を誇りに思いもっと知りたくなるまち
歴史文化が薫るまち
歴史文化が薫るまち
お祭りが残っている街 ・活気のある町（西大寺）
多くの文化に触れられるまち 
地域ごとの個性が集まった区
東区といえば〇〇というものが発信できるまち
 学生にやさしい地域
 地元住民と外国の方とが共生できるまち（瀬戸） 
1人1人が孤独にならない環境があるまち
70代や80代の方がたくさん輝けるステージのあるまち
たくさんのイベントがあり週末が楽しいまち
どんな世代でも活躍できる環境があるまち
外国人が住みやすく、世界中の言葉があふれるまち
各世代や学生との交流が活発で住民の一体感のあるまち
学びと遊びがあるまち
楽しい学生生活が送れるまち
観光客を呼び込み、区域内外の人々が交流するまち
近所づきあいがしやすく、地域全体でつながるまち
区外から人が流入してくる移住したくなるまち
県外から住みたいと思う人が殺到するまち
個を大切にしたコミュニティがあるまち
高齢者が暮らしやすく安心して住めるまち
高齢者にやさしく住みやすいまち
刺激があり、人口が増えて賑わうまち 
若い人の声が届くまち
若い世代が住みやすいまち（瀬戸）
若者が集い、定住してくれるまち
若者と高齢者が交流できる場があるまち
若者や女性等、多様な人の声が届く町
住民自治の先進地域
笑顔あふれる明るく楽しいまち
全国で有名な観光地にする
地域行事等に若者世代が参画し、活躍できるまち
年齢に関係なくコミュニケーションがとれるまち
歴史文化が薫るまち
老人や障害者など弱者が集い、語り合えるまち

産業が強い地域

将来の就職先の幅が広いまち

食のおいしいまち

農業の跡取りがいるまち

＜区別計画：東区＞視点１『特色ある歴史・伝統・文化をいかし、地域の魅力
を高める』
東区固有の歴史・伝統・文化をいかしたまちづくりにより、区民の地域への愛
着と誇りを醸成します。

＜区別計画：東区＞視点１『特色ある歴史・伝統・文化をいかし、地域の魅力
を高める』
地域との協働により各地域で特色ある行事・イベントを開催するとともに、
様々な地域資源の魅力を積極的に発信することにより、区内外の交流や多世代
のふれあいを活発化させ、賑わいのある、人を呼び込むまちづくりを進めま
す。

＜区別計画：東区＞視点２『産業・農業を振興し、地域経済を活性化する』
企業立地の推進等を通じて産業を振興し、雇用の場を創出するとともに、魅力
ある農業を振興することにより、地域経済を活性化させ、持続可能なまちづく
りを進めます。



【東区】①区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちの理想像』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

 学生にやさしい地域
高齢者が暮らしやすく安心して住めるまち
高齢者にやさしく住みやすいまち
若い世代が住みやすいまち（瀬戸）
若者が集い、定住してくれるまち
お年寄りや子どもにやさしく健康に暮らせるまち
きれいなまち
くらしを中心にした暮らしやすいまち
サイクリングコースやランニングコースがあるまち
みんなで運動できる町
行きたい時に行きたいところへ自由に行けるまち
高齢になっても移動に困らないまち
自然に癒される、自然の中で散歩ができるまち
自然豊かできれいなまち
自然豊かで写真を撮りたくなるまち
車がなくても移動できる 交通便利なまち 
渋滞がないまち
心の問題を抱えた人の力になれる、健康に過ごせるまち
生活しやすいまち（交通機関の確保）瀬戸
生活に困らない安心して暮らせるまち
島々にも人々が住み、限界集落や消滅集落がないまち
買い物に便利
暮らしの移動が便利なまち
高齢者が暮らしやすく安心して住めるまち
高齢者にやさしく住みやすいまち
お年寄りや子どもにやさしく健康に暮らせるまち
心の問題を抱えた人の力になれる、健康に過ごせるまち
「やさしさ」があるまち
安全・安心で、犯罪・事故が少ないまち
安全でみんなが安心して暮らせるまち
道が安全で、子どもがひとりでも歩けるまち
犯罪や事故がおきないまち
防災、防犯に強いまち（安全安心）

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
あらゆる世代の市民が、一人ひとりの違いを認め合い、互いの権利や考え方を
尊重しながら共生し、それぞれのライフステージにおける希望がかなうまちづ
くりを進めます。

世代別の夢が実現できる仕組みがあるまち

学習を後押ししてくれるまち
子どもが楽しく育ち、子育てしやすいまち
子どもの数が増えて活気のあるまち
子どもの多いまち  
子どもを育てやすいまち
子育て世帯が移住しやすいまち
子どもが楽しく育ち、子育てしやすいまち
子どもの笑顔があふれるまち
子どもの声が聞こえるまち
質の高い教育が選べ、勉強、部活、イベント等いろいろな
機会がある
部活動だけでなく学業も発展したまち

＜長期構想＞視点３『安全・安心の充実』
まちづくりの土台となる「安全・安心」を充実させるとともに、豊かな自然環
境と質の高い都市機能のどちらも享受できる都市特性を高めることにより、市
民が日常生活の中で安らぎを感じながら、心豊かに暮らせる環境を整えます。

商業、住宅、農業の区域が分かれているまち

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
未来を担うこどもたち一人ひとりが将来に夢と希望を持って健やかに育
つよう、こども・若者の権利を尊重し、最善の利益を追求します。

＜区別計画：東区＞視点３『自然と共生し、より快適で安全・安心な暮らしを
実現する』
交通利便性の向上等により生活の質を高めるとともに、健康づくりを充実させ
ることにより、あらゆる世代が豊かな自然と共生しながら快適で健やかに暮ら
せるまちづくりを進めます。

＜区別計画：東区＞視点３『自然と共生し、より快適で安全・安心な暮らしを
実現する』
地域の防災・防犯力を高め、みんなで支え合い、こどもから高齢者まで誰もが
安心して暮らすことのできる、安全・安心なまちづくりを進めます。

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
教育・文化・医療等の都市機能の充実や、子育てと仕事の両立がしやすい環境
など、「住みやすいまち」としての魅力をさらに高めることにより、市民誰も
が心豊かにいきいきと暮らせるまちづくりを進めます。



【東区】①区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちの理想像』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

＜長期構想＞視点３『安全・安心の充実』
市民の暮らしを支える拠点の形成や交通ネットワークの充実、景観の保全・活
用や身近な生活環境の改善等を通して、安全で快適・便利に暮らせるまちづく
りを進めます。

空き家が放置されていないまち

＜長期構想＞視点４『愛着・誇りの醸成』
幸福度の高い暮らしとまちの更なる活性化を両立させ、岡山市が未来に向けて
進化し続けるまちづくりを進めるため、市民をはじめ様々な主体がまちづくり
に関わり、ともに考え、ともに行動しながら、協働・共創して各種取組を推進
します。

「声」が市政へ届くまちへ

＜長期構想＞視点４『愛着・誇りの醸成』
こどもの頃から岡山の豊かな自然や固有の歴史・文化を学び親しむことによ
り、地域を知り、地域を大切に思う心を育みます。また、歴史・文化、スポー
ツ等が持つ「つながる力」をいかし、様々な交流・連携を深めて、まちの活性
化や一体感の醸成につなげます。

スポーツで充実した毎日を暮らせるまち



【南区】①区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちの理想像』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

安心して登校でき安全に遊べるまち
河川・水路の安全性が確保されたまち
街灯のあるまち
災害に強い安心安全なまち
子どもたちが地域で守られたまち
事故もけんかもなく、安心、安全に暮らせるまち
誰もが安心して出かけられるまち
防災を知ることのできるまち
有事の備えが整っており、水害、津波に強いまち
お店が多いまち
産業が発達し、働く企業が多いまち
自然、農業をいかしたまち
商業の盛んなまち
食とエネルギー地産地消のまち
豊かな自然環境「食」で笑顔になれるまち
Uターンして帰ってこられるまち
イベントが盛んで、賑わいのあるまち
イベントや地域のお祭りがあるまち
学生が元気いっぱいなまち
郷土愛が育つまち
近県から人が集まるレジャータウン
子どもや若い人が住み続けたいまち
若者が住みたい・戻りたいと思えるまち
若者が住みやすいまち
人と人のつながりが深く元気なまち
様々な年代が集い、世代間で交流できるまち
歴史や伝統を大切にするまち
JRへのアクセスがよいまち
移動しやすい道路が整備されたまち
高齢者の買い物支援や福祉サービスが豊富なまち
最期まで家族と過ごせるまち
自転車歩行者が安心できるまち
車がなくても過ごしやすい、公共交通の便が良いまち
車がなくても住めるまち
渋滞なくストレスフリー
小型バスで病院往復できるまち
笑顔があふれ、ほっと一息つける場のあるまち
乗り合わせが出来る
暮らしと商業施設が近く、穏やかで住みやすいまち
子どもや若い人が住み続けたいまち
様々な年代が集い、世代間で交流できるまち
高齢者の買い物支援や福祉サービスが豊富なまち
こどもたちが大人になっても住み続けられるまち
シニアが楽しめる場や講座が充実したまち
みんながイキイキし、岡山市で一番暮らしやすいまち
みんなが平等なまち
永遠に続いていくまち
気軽に集うことができる場所があるまち
気軽に集うことのできるができる場所があるまち
区民みんなが自慢をできるまち
高齢者にやさしいまち
高齢者の独居を減らし、1人でも安心して暮らせるまち
困っている人を助ける共助のまち
子どもが元気で、笑い声が聞けるまち
子どもに優しく、子どもに不自由がないまち
子育てしやすいまち
子育てで戻ってきたくなるまち
自分らしくいられるまち

＜区別計画：南区＞視点１『地域が一体となって、防災力を高める』
河川、沿岸部等の危険箇所への対策や避難所の環境整備等を充実させるととも
に、自助・共助の精神で区民が互いに協力し合い、自分と大切な人の命を守る
という意識を醸成することにより、地域防災力をさらに高めます。

＜区別計画：南区＞視点２『地域資源を輝かせ、わくわく感を創りだす』
岡山の食を支える農業を振興し、地域ならではの特産品を広く発信することに
より、豊かで活力ある未来につながるまちづくりを進めます。

＜区別計画：南区＞視点２『地域資源を輝かせ、わくわく感を創りだす』
歴史・伝統・文化などの特色をいかしたイベントや祭りに、若者や子育て世代
などの幅広い世代が参加することで賑わいが生まれ、住む魅力に満ちた高揚感
あふれる地域づくりを進めます。

＜区別計画：南区＞視点３『地域をつなげ、快適に暮らせるまちを実現する』
地域の抱える課題やニーズを踏まえながら、交通利便性の向上や生活交通の確
保等を進め、生活環境の維持・向上を図ります。

＜区別計画：南区＞視点３『地域をつなげ、快適に暮らせるまちを実現する』
未来に向けて進化し続けるまちをめざし、世代や地域を超えたつながりを深
め、区内外の交流を活性化することにより、こどもから高齢者まで、誰もがい
きいきと暮らせる、住み続けたいと思えるまちづくりを進めます。



【南区】①区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちの理想像』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

住民自治が進んだまち
心穏やかに暮らせ、楽しいまち
世話役のいるまち
他人と協力し何でも出来る環境がある助け合いのまち
多くの住民が、地元がすき、誇れるまち
地域活動を支える担い手がいるまち
町内会役員のなり手確保に困らないまち
南区がひとつの家族
老いも若きも集える多世代交流や横のつながりのあるまち

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
あらゆる世代の市民が、一人ひとりの違いを認め合い、互いの権利や考え方を
尊重しながら共生し、それぞれのライフステージにおける希望がかなうまちづ
くりを進めます。

夢が実現でき、生活しやすいまち

子育て中の女性が働きやすいまち

子連れでも行けるカフェがあるまち

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
未来を担うこどもたち一人ひとりが将来に夢と希望を持って健やかに育つよ
う、こども・若者の権利を尊重し、最善の利益を追求します。

学力の教育だけでなく生きる力の学びが継続できるまち

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
若者、女性がそれぞれの望むライフプランを実現し、未来に希望を持って
暮らし、働き、活躍でき、幸せを実感できる地域づくりを促進します。

子育て中の女性が働きやすいまち

自然が豊かで落ち着いて暮らせるまち

緑の風景を守っていけるまち

散策道や、散歩しやすい公園の整備

住みたいと思える景観整備

ポイ捨てがなく、川もまちもきれいなまち

豊かな自然と共存できるまち

＜長期構想＞視点４『愛着・誇りの醸成』
こどもの頃から岡山の豊かな自然や固有の歴史・文化を学び親しむことによ
り、地域を知り、地域を大切に思う心を育みます。また、歴史・文化、スポー
ツ等が持つ「つながる力」をいかし、様々な交流・連携を深めて、まちの活性
化や一体感の醸成につなげます。

音楽が楽しめる場所があるまち

＜長期構想＞視点１『暮らしの質の向上』
教育・文化・医療等の都市機能の充実や、子育てと仕事の両立がしやすい環境
など、「住みやすいまち」としての魅力をさらに高めることにより、市民誰も
が心豊かにいきいきと暮らせるまちづくりを進めます。

＜長期構想＞視点３『安全・安心の充実』
市民の暮らしを支える拠点の形成や交通ネットワークの充実、景観の保全・活
用や身近な生活環境の改善等を通して、安全で快適・便利に暮らせるまちづく
りを進めます。

＜長期構想＞視点３『安全・安心の充実』
気候変動への緩和と適応の両面から、脱炭素化や自然との共生、循環型社会の
構築に向けた取組を地域社会全体で実践することにより、自然環境と調和した
豊かな暮らしを次世代に継承します。

＜区別計画：南区＞視点３『地域をつなげ、快適に暮らせるまちを実現する』
未来に向けて進化し続けるまちをめざし、世代や地域を超えたつながりを深
め、区内外の交流を活性化することにより、こどもから高齢者まで、誰もがい
きいきと暮らせる、住み続けたいと思えるまちづくりを進めます。

＜長期構想＞視点３『安全・安心の充実』
まちづくりの土台となる「安全・安心」を充実させるとともに、豊かな自
然環境と質の高い都市機能のどちらも享受できる都市特性を高めること
により、市民が日常生活の中で安らぎを感じながら、心豊かに暮らせる環
境を整えます。



【北区】②区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちにするために必要な取組』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

自治充実に向けた取組

担い手育成と受け入れ体制の強化による地域の活性化

地域活動の促進

自治充実に向けた取組
地域活動の促進
イベントについての意見交換・収集の機会
シビックプライドを持つための地域資源発掘
まちの活性化に市民が発言し行動できるように
祭りの継続開催
参加しやすいイベントの開催
地域に残るイベントの継承
地域住民同士の交流を盛んにし、地域に誇りを持てるように
町内会、地域のつながりを強化するイベントをつくる
自治充実に向けた取組
地域活動の促進
地域住民同士の交流を盛んにし、地域に誇りを持てるように
町内会、地域のつながりを強化するイベントをつくる
婚活や運動会、体験型イベントの開催
食や音楽を活用したイベントの定期開催
自治充実に向けた取組
担い手育成と受け入れ体制の強化による地域の活性化
地域活動の促進
地域住民同士の交流を盛んにし、地域に誇りを持てるように
学生がまちなかと接点を持つ取組
若者が参画したイベントの開催
若者の意見を地域で出しやすい場の設置
地域活動の促進
イベントについての意見交換・収集の機会
参加しやすいイベントの開催
地域住民同士の交流を盛んにし、地域に誇りを持てるように
町内会、地域のつながりを強化するイベントをつくる
コミュニティネットワークを作る
安全安心に向けて公園での目の届く管理
気軽に集まれる居場所を設置
交流サロンなど憩いの場の創設
子どもと地域が関わる機会の創出
地域での見守り体制の構築

＜区別計画：北区＞方向性１『持続可能で活力のある地域づくり』
新庁舎の市民窓口サービスフロアにおいて、待ち時間の短縮、書かない窓口、
わかりやすい案内表示など、市民が利用しやすい環境づくりを行います。

申請手続きなどの簡素化を検討

旭川ダムの早期改修

地域の実情に合う水害対応、建設対応

防災イベントの充実と広報

防災学習、防災訓練の開催

防犯・防災意識向上に向けた啓発

＜区別計画：北区＞方向性１『持続可能で活力のある地域づくり』
地域団体等の活動を支援するとともに、ＮＰＯ、事業者、大学や学生等の多様
な主体との連携を進め、地域課題の解決や地域資源を活用した魅力ある地域づ
くりを進めます。さらに中山間・周辺地域においては、地域の未来づくり推進
事業や地域おこし協力隊事業などにより、地域の活性化促進にも取り組みま
す。

＜区別計画：北区＞方向性１『持続可能で活力のある地域づくり』
区づくり推進事業を促進し、地域のアイデアをいかした取組や、地域住民の主
体的な交流の促進や課題解決に向けた活動を支援し、地域への愛着を醸成しま
す。

＜区別計画：北区＞方向性１『持続可能で活力のある地域づくり』
区民の協力を得て、多様なニーズを取り入れながら、区役所が主体となって身
近な地域課題に取り組む区まちづくり独自企画事業を実施し、地域の特色や魅
力をいかしたまちづくりを推進します。

＜区別計画：北区＞方向性１『持続可能で活力のある地域づくり』
単身者、学生、マンション居住者等の地域活動への参加促進や、若者の地域へ
の関心を高める取組の実施等により、地域の新たな担い手づくりを進めます。

＜区別計画：北区＞方向性１『持続可能で活力のある地域づくり』
年齢や国籍等にかかわらず、誰もが参加しやすい地域づくりを進めるととも
に、高齢者やこどもを地域で見守り、支え合う活動を促進します。

＜区別計画：北区＞方向性２『防災・減災、防犯力の高い地域づくり』
国、県による旭川、笹ヶ瀬川、足守川等の改修等を促進するとともに、都心部
における下水道施設の計画的な改築・更新等による雨水排水機能の強化、津島
地区、横井地区をはじめ、市街地等での浸水対策等を進めます。また、土砂災
害については、県による警戒区域等の指定や対策工事を促進します。

＜区別計画：北区＞方向性２『防災・減災、防犯力の高い地域づくり』
土砂災害や浸水被害等に迅速・的確に対応し、被害を最小限にとどめるため、
ハザードマップの作成や防災学習会の実施等により、日頃からの危機意識を醸
成するとともに、避難方法等の一層の周知を図ります。
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防災学習、防災訓練の開催

防犯・防災意識向上に向けた啓発

地域での見守り体制の構築

地域での見守り体制の構築

防犯・防災意識向上に向けた啓発

警察と地域が連携したパトロールの実施

防犯・防災意識向上に向けた啓発

防犯カメラの設置

地域を代表する特産品を作る

農業承継の推進

特産品を増やし、リーズナブルに味わえる場の提供

農家の人が元気に過ごせ、山や田んぼが活かされる支援の推進

市民農園の整備

農家体験等で農業の担い手を増やす

農業に関するイベントや知識を伝える企画

起業支援、 企業・工場誘致

働く場所の整備

働く場所を増やす

魅力的な企業の誘致

ひろめ市場のような学生、市民、観光客が集える場をつくる

公園、プレイパークの充実

＜区別計画：北区＞方向性４『まちなかの魅力と賑わいの創出』
ハレまち通りの歩道活用など、歩いて楽しい歩行者優先の道路空間づくりを進
め、まちなかの回遊性の向上を図ります。

自転車道、歩道の整備

＜区別計画：北区＞方向性４『まちなかの魅力と賑わいの創出』
商店街等の魅力向上・活性化に向け、賑わいづくり等への支援とあわせて、
空き店舗対策や新たな担い手の創出・育成等を支援します。

商店街の充実

＜区別計画：北区＞方向性４『まちなかの魅力と賑わいの創出』
まちなかの美化活動を地域住民との協働により進めるとともに、ポイ捨て禁
止、路上喫煙者への指導等に取り組みます。

ごみの削減、清掃活動、ごみ捨て場の充実

伝統工芸品作り体験の開催

美術館、伝統芸能文化への助成

文化保護政策や芸術に対する支援策

訪問滞在したくなる文化施設の充実

＜区別計画：北区＞方向性２『防災・減災、防犯力の高い地域づくり』
自主防災組織の結成を促進するとともに、地域防災リーダーの育成、防災訓練
の支援、避難行動要支援者の個別避難計画の作成支援等を通じて、自主防災組
織への支援強化を図り、組織の活性化を推進します。

＜区別計画：北区＞方向性２『防災・減災、防犯力の高い地域づくり』
安全・安心な地域づくりを進めるため、安全・安心ネットワーク等による防犯
パトロール等の自主的な地域の見回り活動を支援するとともに、防犯ボラン
ティア団体への防犯講座の実施等により地域防犯活動の活性化を図ります。

＜区別計画：北区＞方向性２『防災・減災、防犯力の高い地域づくり』
地域における防犯灯や防犯カメラの設置等を支援するとともに、警察や防犯団
体等との連携を強化し、街頭犯罪や少年非行を防止し、犯罪のない社会づくり
を進めます。

＜区別計画：北区＞方向性３『農業の振興と企業立地の推進』
特産である白桃やブドウの果樹栽培などでの新規就農者の確保や地域特性をい
かした競争力の強化など、農業を継続できる環境づくりに取り組みます。

＜区別計画：北区＞方向性３『農業の振興と企業立地の推進』
農地・農業用施設の保全活動等の地域の共同活動を促進することにより、コ
ミュニティの再生・強化を図ります。また、地域内外の人材の経験をいかしな
がら、地域資源を活用した６次産業化等により、地域の活性化を図ります。

＜区別計画：北区＞方向性３『農業の振興と企業立地の推進』
緑豊かな自然の中で野菜や花の栽培ができる牧山クラインガルテンの利用促進
を行い、食と農業に対する理解を深めるとともに、都市住民と農村住民の交流
促進を図ります。

＜区別計画：北区＞方向性３『農業の振興と企業立地の推進』
高速インターチェンジや産業拠点の周辺などの産業利用の適地において、地域
未来投資促進法の活用や市街化調整区域の開発許可制度の緩和により、工場や
物流施設等の立地を推進します。

＜区別計画：北区＞方向性４『まちなかの魅力と賑わいの創出』
まちなかの賑わい創出に向けて、西川緑道公園、下石井公園、旭川の水辺など
の都市空間の利活用、また、今後の烏城公園石山地区の整備、岡山城西の丸活
用検討、新庁舎前広場と大供公園の一体的な整備など、魅力と賑わいの拠点づ
くりを進めます。

＜区別計画：北区＞方向性５『歴史・文化など多様な地域資源の活用・発信』
美術館、博物館、図書館等の豊富な文化・学習施設について、利便性や魅力を
高めるとともに、県等と連携して様々な学習・体験の機会を設けることによ
り、文化・芸術・生涯学習活動やそれらを通じた交流を活性化します。
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シビックプライドを持つための地域資源発掘
地域に残るイベントの継承
美術館、伝統芸能文化への助成
文化保護政策や芸術に対する支援策
訪問滞在したくなる文化施設の充実
遺産巡りや伝統芸能フェス
協働による文化財保護支援
住んでいる地域を知る機会の確保
歴史にまつわるイベントの開催

＜区別計画：北区＞方向性５『歴史・文化など多様な地域資源の活用・発信』
岡山城、岡山後楽園や吉備路等の岡山を代表する地域資源について、県や関係
団体等との連携・協働により、その魅力を高めて発信します。

歴史にまつわるイベントの開催

食や音楽を活用したイベントの定期開催

地域外の人・文化・情報との交流促進

クリーン作戦など自然保護への取組の実施
旭川や里山の整備、保護
今ある自然を大切にする環境づくり
自然にふれる機会の増加
イベントのPRなど、観光に人が集まる取り組みの実施
イベントや施設が情報を掲載したHPの作成
ご当地グルメのPR
飲食店掲載観光マップのSNS発信
映画などの聖地やパワースポットとして売り出す
国内外へ魅力を発信するため、SNSを活用したPRの強化
地域の魅力を全国に発信する
歴史や自然の広報活性化

安全な宿泊施設（民泊等）と交通手段の充実

各種交通整備によるハブ拠点化

歴史的建造物や遺産へのアクセスの向上

各種交通整備によるハブ拠点化

小型バスの活用

＜区別計画：北区＞方向性６『地域特性に応じた交通利便性の向上』
まちなかの回遊性の向上に向け、路面電車の岡山駅前広場への乗り入れや延
伸、環状化等を進めます。

安全な宿泊施設（民泊等）と交通手段の充実

安全な宿泊施設（民泊等）と交通手段の充実

ももちゃりを周辺部にも整備

自転車道、歩道の整備

デマンドタクシーやAI活用、シェア交通の導入
デマンドタクシーやライドシェアの拡充整備
新たな生活交通の導入（コミュニティバス、デマンドバス・タク
シー、ライドシェア）
買い物難民にならないような仕組みづくり
デマンドタクシーやAI活用、シェア交通の導入
デマンドタクシーやライドシェアの拡充整備
新たな生活交通の導入（コミュニティバス、デマンドバス・タク
シー、ライドシェア）
買い物難民にならないような仕組みづくり

＜区別計画：北区＞方向性５『歴史・文化など多様な地域資源の活用・発信』
地域住民による地域の歴史・文化遺産の保存・活用等の取組を支援するととも
に、こどもの頃から地域の歴史・伝統・文化に触れ親しむ機会を提供すること
により、地域への愛着と誇りを醸成します。

＜区別計画：北区＞方向性５『歴史・文化など多様な地域資源の活用・発信』
地域との連携により、多様で豊かな自然環境と触れ合うことのできる環境づく
りや、身近な自然環境を保全する担い手づくり等を進めます。

＜区別計画：北区＞方向性５『歴史・文化など多様な地域資源の活用・発信』
歴史・伝統・文化や、美しい自然、豊富な特産品など、各地域の彩り豊かな魅
力についてインスタグラム等を活用し積極的に発信します。

＜区別計画：北区＞方向性６『地域特性に応じた交通利便性の向上』
各地域とまちなかをつなぐ公共交通の利便性向上を図るとともに、周辺を含む
沿線地域の活性化や観光振興を図ることを目的に桃太郎線ＬＲＴ化の取組を推
進します。

＜区別計画：北区＞方向性６『地域特性に応じた交通利便性の向上』
一宮方面、津高方面、庭瀬方面において、駅や身近な生活関連施設への路線延
伸などバス路線の再編に取り組むとともに、乗り継ぎ環境の整備を進めます。

＜区別計画：北区＞方向性５『歴史・文化など多様な地域資源の活用・発信』
豊富な観光資源をいかした市内外との交流を進め、地域の観光ボランティア等
との連携により訪れる人を温かくおもてなしします。

＜区別計画：北区＞方向性６『地域特性に応じた交通利便性の向上』
まちなかでの自転車通行空間の整備や駐輪場整備等の放置自転車対策、電動ア
シスト付き自転車の導入などシェアサイクル「ももちゃり」のリニューアルに
よる利便性向上・利用促進に取り組みます。

＜区別計画：北区＞方向性６『地域特性に応じた交通利便性の向上』
生活交通が運行されている御津・建部地域、足守地域、馬屋上・野谷地区及び
牧山地区において、利用促進と運行サービスの改善に取り組みます。

＜区別計画：北区＞方向性６『地域特性に応じた交通利便性の向上』
その他の公共交通不便地域においても、地域住民及び交通事業者との連携によ
り、買い物や通院等の日常生活に必要な移動手段を確保するための生活交通の
導入を進めます。
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＜区別計画：北区＞方向性６『地域特性に応じた交通利便性の向上』
都心部への自動車流入の抑制や周辺道路の渋滞緩和を図るため、都市計画道路
下中野平井線（中環状線）、都市計画道路米倉津島線（中環状線）等の幹
道路の整備を進めます。

基幹道路の整備

各種交通整備によるハブ拠点化

基幹道路の整備

国道53号や鉄道、福渡駅の整備

＜分野別計画＞政策1 施策①『こども・若者の権利の尊重』
施策の目的や内容、対象とするこども・若者の年齢や発達の程度などに応じ
て、こども・若者が意見を表明することができるように、様々な手法で意見聴
取する機会の充実に努めるとともに、社会的養護におけるこどもの権利擁護に
取り組みます。

子どもたちの意見を聴く場をつくる

球技も可能なスポーツ公園の整備

子ども食堂の充実

子ども食堂の整備

自由に遊べるユニークな公園や遊歩道の整備

地域やパパママが交流・見守りできる機会の創出

＜分野別計画＞政策1 施策③『若者の成長と未来のための支援』
個人の多様な価値観を尊重することを前提として、青年期の若者が、自分自身
が望むライフプランを実現することができるように、就労や結婚の支援などに
取り組みます。

結婚を支援する各種施策展開

子ども食堂の充実

子ども食堂の整備

＜分野別計画＞政策2 施策①『妊娠期からの切れ目ない健康づくりへの支援』
妊産婦の健康や乳幼児の健やかな成長・発達のための、妊産婦健診、産前産後
の相談支援、育児相談などの親に対する支援や、乳幼児健診、予防接種などの
こどもに対する支援、不妊や不育症の治療費助成などの妊娠・出産を希望され
る方に対する支援といった母子保健事業を通して、それぞれの時期に対応した
切れ目ない支援に取り組みます。

子どもの発育段階に応じた支援の実施

子育てについての地域間交流

地域やパパママが交流・見守りできる機会の創出

子育て支援に向けた住宅施設の充実

＜分野別計画＞政策2 施策②『子育ての負担感や不安感をやわらげる支援』
育児などで忙しい子育て家庭が、必要な情報を簡単かつ確実にキャッチできる
ように、ニーズに応じたプッシュ型の情報発信の充実を図ります。

子どもの発育段階に応じた支援の実施

＜分野別計画＞政策3 施策④『豊かな人間性、社会性を育む教育活動の推進』
ふるさとに学ぶ教育を家庭・学校・地域が協働しながら行うことにより、こど
もたちの地域への愛着と誇り、地域を大切にする心を育みます。

地域教育施策の振興

＜分野別計画＞政策4 施策②『教育ＤＸによる学習指導の充実及び働き方改革
の推進』
デジタル化やＤＸによる校園務の業務改革・改善に取り組み、教職員等の
負担軽減、働き方改革を推進し、心身ともに健康でいきいきと働くことので
きる職場環境づくりを進めます。

先生の負担を減らす

＜分野別計画＞政策1 施策④『困難を抱えるこども・若者やその家庭への支
援』
教育・福祉・保健等の関係機関や民間団体、民生委員・児童委員をはじめとす
る地域との協働のもと、支援が必要なこども・若者や家庭の早期発見に努め、
社会から孤立することがないよう、必要な支援につなげていきます。

＜分野別計画＞政策1 施策②『こどもが安全で健やかに育つことができる環境
づくり』
こどもが安全に安心して過ごすことができる居場所づくりを進めるとともに、
多様な遊びや体験ができる場の確保に取り組みます。また、これらの居場所や
活動の場づくりを通して、地域において新たなつながりの輪が広がっていくよ
うに、交流の機会の提供に努めます。

＜区別計画：北区＞方向性６『地域特性に応じた交通利便性の向上』
都心部への交通アクセス性の向上や御津、建部など周辺の地域における円滑な
移動を確保するため、一般県道岡山倉敷線や主要地方道岡山吉井線、都市計画
道路大元二日市町線、主要地方道高梁御津線等の幹線道路の整備を進めます。

＜分野別計画＞政策2 施策②『子育ての負担感や不安感をやわらげる支援』
身近な地域における子育て家庭の交流の場の提供や相談体制の整備、保護者の
休息やリフレッシュなどにつながる育児支援や家事支援、子ども医療費の助成
等による経済的な負担軽減など、子育て家庭の孤立を防ぎ、負担感・不安感を
軽減する取組を進めます。
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ふれあいセンター等公共のスペース、人が集まれる施設をつくる

学習する場の整備

公民館の振興

高齢者教育施設の充実

体験学習がいろいろできる環境の整備

＜分野別計画＞政策6 施策②『地域における主体的な活動の促進』
安全・安心ネットワークやコミュニティ協議会等の活動をはじめ、地域住民の
交流促進や地域における課題解決につながる取組を支援することにより、地域
の主体的な活動の活性化を図ります。

草刈りの補助をはじめとした補助金の充実

＜分野別計画＞政策6 施策③『多様な主体による協働の推進』
ＮＰＯ等の市民活動団体が、多様な主体相互のパートナーとして安定的に活動
できるよう支援を行うとともに、関係機関と連携して地域活動の担い手づくり
を進めます。

ゴミ拾いや困りごと相談などのボランティア支援

＜分野別計画＞政策9 施策①『健康寿命の延伸に向けた健康づくりの推進』
市民や地域団体をはじめとした企業、教育機関、金融機関、マスコミなどの多
様な主体との連携を強化し、運動習慣の定着、栄養・食生活改善、がん検診受
診率向上等に取り組むとともに、誰もが自然に健康になれる社会環境整備を進
めます。

定期検診による予防医療の充実

＜分野別計画＞政策9 施策②『いきいきと活躍できる生涯現役社会づくり』
シルバー人材センターの取組を支援し、会員数や派遣先となる事業所等の拡大
を図ることにより、高齢者の知識・経験をいかせる臨時的・短期的就労やボラ
ンティア活動を通じた社会参加を促進し、生涯現役で社会貢献できる環境づく
りを進めます。
社会福祉協議会のボランティアセンターと連携し、高齢者が長年培ってきた知
識・経験を公民館講座や地域のサロンなどでいかす機会を提供することで、社
会参加を促進します。

ボランティア活動の一括窓口設置とシニア世代への広報

UIJターンへの経済的補助

Uターン就職、移住、Iターンの支援

アクセスの良いスポーツ施設の充実

収容人数が大きい施設の整備

＜分野別計画＞政策19 施策③『ライフステージ等に応じたスポーツ活動の推
進』
スポーツ振興を担う様々な関係団体と連携・協働し、市民参加型のスポーツイ
ベントや競技大会等を開催することにより、あらゆる年齢、性別、障害の状態
に応じた市民のスポーツ活動を推進します。

スポーツ大会の実施

＜分野別計画＞政策19 施策④『多様な市民ニーズに対応したスポーツ環境の整
備』
施設の利用状況、市民ニーズや社会情勢の変化を踏まえ、施設の更新や新たな
施設整備に努めます。

アクセスの良いスポーツ施設の充実

＜分野別計画＞政策24 施策①『活力と暮らしを支える持続可能な土地利用の推
進』
市街化区域では、機能的な都市活動や良好な市街地環境の確保など地域の課題
に応じ、適切な土地利用制度の見直しを検討します。また、市街化調整区域に
ついては、「市街化を抑制する」という市街化調整区域の理念のもと、優良な
農地や自然環境等の保全を原則として、人と自然が共生した秩序ある土地利用
を図るとともに、適切な土地利用の規制誘導により集落地域のコミュニティの
維持・活性化や産業用地の確保に資する取組を進めます。

むやみな開発行為への規制 

＜分野別計画＞政策5 施策②『社会教育施設の機能強化』
出会い、つながり、自由に学び合う場となっている公民館では、市民の主体的
な参加のもと、地域の特性を踏まえた企画・運営により、集える場づくりや学
習機会の創出、学びをいかす支援など、ＥＳＤの視点に立った学びと実践をつ
なぐ取組を進め、持続可能な社会の実現に寄与します。

＜分野別計画＞政策14 施策④『まちを支える人材の移住・定住促進』
若い世代をはじめとした今後の社会・経済を支える層に向けて、「暮らすま
ち・働くまち」としての岡山市の魅力をＳＮＳ等により積極的に発信するとと
もに、首都圏・関西圏における岡山での就職支援を核とした相談窓口の設置や
移住希望者等のニーズを踏まえた支援施策に取り組みます。

＜分野別計画＞政策19 施策①『スポーツを通じたまちの活性化と一体感の醸
成』
「魅せる」アリーナを整備することにより、県内外から多くの人を集め、まち
に新たな活力とにぎわいを創出するとともに、市民の心の豊かさや岡山への愛
着と誇りを生み出します。
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＜分野別計画＞政策24 施策①『活力と暮らしを支える持続可能な土地利用の推
進』
「岡山市立地適正化計画」において居住や都市機能を誘導する区域を定め、一
定の人口密度を維持するとともに、必要な都市機能を確保し、それらの区域を
公共交通ネットワークで結ぶことにより、人口減少・超高齢社会においても、
若年者から高齢者まで歩いて健康に暮らすことができるなど、生活の質が高く
活力あふれる持続可能な都市づくりを進めます。特に、各地域の拠点や主要な
駅周辺などの公共交通の利便性が高い地域においては、都市の活力を将来に向
けて持続するため、それぞれの特性に応じた都市機能の配慮について検討しま
す。

病院・スーパーなど生活に必要な施設の充実

＜分野別計画＞政策24 施策①『活力と暮らしを支える持続可能な土地利用の推
進』
各地域の拠点や主要な駅周辺などの公共交通の利便性が高い地域においては、
都市の活力を将来に向けて持続するため、それぞれの特性に応じた都市機能の
配慮について検討します。

駅周辺への施設の集約

空き家の活用（宿泊地や低家賃住宅として提供）
空き家処分の税制優遇
空き家の再生利用、撤去
空き家活用した宿泊施設やお試し住宅の整備
古民家、空き家、空き地の活用（カフェ、下宿、公営住宅）

＜分野別計画＞政策25 施策③『自転車先進都市の推進』
誰もが自転車を安全で快適に楽しく使える都市をめざして、自転車で走り、楽
しむことのできる通行環境を整備するとともに、放置自転車解消に向けた取組
を進めます。

歴史街道をサイクリングなどができるように整備

＜分野別計画＞政策25 施策④『道路ネットワークの充実・強化』
狭小幅員の道路改良や交通安全施設の整備など、市民生活に身近な生活道路の
整備を進めます。

道路標識や白線の整備

＜分野別計画＞政策24 施策②『快適で暮らしやすい住環境づくり』
「第２期岡山市空家等対策計画」に基づき、特定空家等や管理不全空家等の対
策を講じることで、市民の生活環境の保全を図るとともに、空き家の利活用促
進や新たな空き家の発生を抑制することで、安全・安心な住みやすいまちづく
りを推進します。
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＜区別計画：中区＞方向性１『交通利便性の向上』
交通渋滞の解消、都心部への交通アクセス性の向上や区内の各地域間の円滑な
移動を確保するため、主要地方道岡山赤穂線（外環状線）、都市計画道路下中
野平井線（中環状線）等の幹線道路の整備を進めます。

岡山環状道路等の整備、250号の渋滞緩和、南北移動のスムーズ化

＜区別計画：中区＞方向性１『交通利便性の向上』
公共交通の利便性向上を図るため、沖元・平井方面において、バス路線の再編
に取り組むとともに、乗り継ぎ環境の整備を進めます。

使いやすいバス路線

＜区別計画：中区＞方向性１『交通利便性の向上』
自転車利用環境の改善を図るため、自転車通行空間等の整備を進めます。

自転車道・歩道の整備

地産地消の促進

名物グルメ開発

雄町米などの特産品PR

＜区別計画：中区＞方向性３『地域資源の活用と発信』
旭川、百間川沿いの水辺空間、操山などの里山、曹源寺をはじめとする歴史・
文化遺産をウォーキングコースとして活用するなどにより、地域の魅力の再発
見や市民の健康づくりにつなげます。

歴史伝統を知る機会の創出

歴史伝統を知る機会の創出
SNSやYoutubeなどで中区魅力発信
まちについて知る機会があり、シビックプライドが醸成される取組
資源を生かしたまちづくり
若い世代への歴史伝統教育
点字ブロック発祥の地PR
40〜50代も入りやすい町内会で活性化を
お互いにあいさつし、見守るまち
旭川荘や盲学校との地域交流
多世代交流の場の設置
地域の交流が生まれる住宅エリア
地域交流イベントを増やす

地域交流イベントを増やす

イベントを地域の人々や学生など地域全体で企画

若者の町内会活動への参加

地域交流イベントを増やす
公民館施策の振興
社会教育士への積極的な支援
地域の祭りの復活
地域活動への補助金
定期的かつ継続的なボランティア活動
役所と学区の交流の場づくり
イベントを地域の人々や学生など地域全体で企画
ゴミ拾いボラティアの実施
地域と学校の連携強化

多世代交流の場の設置

イベントを地域の人々や学生など地域全体で企画

地域と学校の連携強化

定期的な訓練・備蓄倉庫の設置

防災ボランティアの育成

＜区別計画：中区＞方向性５『地域との連携による防災・防犯力の向上』
災害時に備え、食料や資機材を分散備蓄するとともに、災害時の避難所運営の
在り方について、地域や学校等と検討を進めます。

定期的な訓練・備蓄倉庫の設置

＜区別計画：中区＞方向性４『多世代の交流・協働による地域・健康づくり』
大学・短大の看護や教育等の専門性を区民の健康づくり、認知症予防や人材育
成につなげるとともに、学生の地域活動への参加を促進し、多世代の交流等に
よる地域活性化を図ります。

＜区別計画：中区＞方向性５『地域との連携による防災・防犯力の向上』
南海トラフ巨大地震や集中豪雨等の災害に備えるため、自主防災組織の結成や
育成を促すとともに、町内会や自主防災組織が実施する防災訓練等を支援し、
地域防災力の向上を図ります。

＜区別計画：中区＞方向性３『地域資源の活用と発信』
雄町米を使用した日本酒や、沢田の柿、和菓子などの地域特産物について、引
き続き、県内外でＰＲ活動を行うことにより、岡山の誇れるブランドとして守
り育て、次世代へつなげます。

＜区別計画：中区＞方向性３『地域資源の活用と発信』
地域の歴史・文化遺産や地域特産物を活用した区まちづくり独自企画事業の実
施や区の魅力を積極的に伝えることにより、地域の活力を高め、地域への愛着
と誇りを醸成します。

＜区別計画：中区＞方向性４『多世代の交流・協働による地域・健康づくり』
地域の様々な行事等の交流の場を通じて、住民同士の交流が促進され、いざ
という時に地域で支え合えるよう、地域の結びつきを支援します。

＜区別計画：中区＞方向性４『多世代の交流・協働による地域・健康づくり』
地域活動の担い手を育成するため、こどもから大人までが参加しやすいイベン
トづくりやＳＮＳを通じた様々な情報発信により、若年層の地域活動への参加
を促進します。

＜区別計画：中区＞方向性４『多世代の交流・協働による地域・健康づくり』
区づくり推進事業等を活用し、地域住民の主体的な交流・活動を支援するとと
もに、公民館と連携した地域活動やボランティア活動を推進します。

＜区別計画：中区＞方向性４『多世代の交流・協働による地域・健康づくり』
環境美化への協力や地域イベントへの協賛等の企業参加や区内の大学や高校と
の連携を進めます。
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＜区別計画：中区＞方向性５『地域との連携による防災・防犯力の向上』
津波災害や浸水被害等に迅速・的確に対応し、被害を最小限にとどめるため、
ハザードマップの普及や出前講座の実施等により、日頃からの危機意識を醸成
するとともに、避難方法等の一層の周知を図ります。

防災イベントなど楽しく学べる場づくり

＜分野別計画＞政策1 施策②『こどもが安全で健やかに育つことができる環境
づくり』
こどもが安全に安心して過ごすことができる居場所づくりを進めるとともに、
多様な遊びや体験ができる場の確保に取り組みます。

子どもが集い、大人も楽しめる公園整備

子ども見守り隊の増加

金銭的・物的子育て支援

子育てパパママ交流の場づくり

＜分野別計画＞政策9 施策②『いきいきと活躍できる生涯現役社会づくり』
生涯かつやく支援センターにおいて、高齢者等に対する就労や社会参加に
向けた支援を行うとともに、雇用先の企業等に対しても、高齢者等の積極的
な雇用や労働条件の見直し等の働きかけを行います。
シルバー人材センターの取組を支援し、会員数や派遣先となる事業所等の拡大
を図ることにより、高齢者の知識・経験をいかせる臨時的・短期的就労やボラ
ンティア活動を通じた社会参加を促進し、生涯現役で社会貢献できる環境づく
りを進めます。
社会福祉協議会のボランティアセンターと連携し、高齢者が長年培ってきた知
識・経験を公民館講座や地域のサロンなどでいかす機会を提供することで、社
会参加を促進します。

老後支援の充実

＜分野別計画＞政策9 施策③『介護予防の推進』
高齢者が要介護状態になることを予防し、地域において自立した生活が継続で
きるよう、岡山市ふれあい介護予防センターにおいて、医療・介護等の専門職
による心身機能向上のためのアドバイス等の実施や、介護予防、閉じこもり予
防、健康づくり等のために地域住民が集う通いの場づくり、地域の担い手育成
等を進めます。

老後支援の充実

＜分野別計画＞政策9 施策③『介護予防の推進』
フレイル予防・介護予防について、市民に広く周知するとともに、四師会棟と
連携しながら、薬局など地域の身近な場所でフレイル健康チェックを実施し、
高齢者が普段から実践できる介護予防教室や介護予防体操（あっぱれ！もも太
郎体操）などの取組につなぎます。

認知症カフェなど高齢者の集う場の設置

＜分野別計画＞政策11 施策①『支え合いの地域づくり』
「地域包括ケアシステム」の深化・推進に取り組むため、介護のみならず、８
０５０問題、孤独・孤立や終活など、複雑化・多様化する様々な課題につい
て、高齢者や家族が相談し総合的な支援を受けられる体制づくりや、地域住民
同士による支え合い活動を活性化する地域づくり、高齢者施設の整備等を推進
します。

老後支援の充実

＜分野別計画＞政策11 施策②『在宅医療・介護の推進』
保健・医療・福祉・介護サービスの総合相談・情報提供窓口である岡山市地域
ケア総合推進センターを地域医療ネットワークの拠点として、在宅医療・介護
に関する担い手の確保及び育成を進めるとともに、多職種連携の強化を図りま
す。あわせて、市民に対する在宅医療・介護の理解の促進及び人生会議（ＡＣ
Ｐ：アドバンス・ケア・プランニング）の普及啓発を推進します。
在宅介護分野に特化した総合特区で実施している在宅介護や介護事業所従事者
の負担軽減で効果が見込まれる介護機器を貸与するモデル事業や、介護事業所
における要支援・要介護者の就労的社会参加活動、在宅介護に関する職種の連
携等の取組を推進します。

老後支援の充実

＜分野別計画＞政策11 施策③『認知症対策の推進』
認知症に関する知識及び理解を促進するため、学校、地域の企業・経済団体等
と連携し、こども・学生、企業の従業員に対する認知症サポーター養成講座の
取組を強化します。また、公民館で行われる介護予防教室などの通いの場への
参加等、高齢者の認知症予防に資する可能性のある活動を推進します。

老後支援の充実

＜分野別計画＞政策2 施策②『子育ての負担感や不安感をやわらげる支援』
地域全体でこどもの健やかな成長を支えるため、こどもや子育て支援に関わる
担い手の確保と育成に取り組むとともに、担い手相互の円滑な連携を図りま
す。
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＜分野別計画＞政策11 施策③『認知症対策の推進』
誰もが気軽に立ち寄ることのできる集いの場、相談の場が確保されるよう、認
知症カフェなどの居場所づくりを推進するほか、介護サービス事業所等におい
て認知症の人やその家族等に相談・支援を行う取組を進めます。また、認知症
に対応できる医療・介護の人材を育成するとともに、認知症への取組と保健・
医療・福祉の有機的な連携を図ることで、認知症の人が医療・介護サービスを
適時かつ切れ目なく利用できるようにします。

認知症カフェなど高齢者の集う場の設置

＜分野別計画＞政策14 施策④『まちを支える人材の移住・定住促進』
若い世代をはじめとした今後の社会・経済を支える層に向けて、「暮らすま
ち・働くまち」としての岡山市の魅力をＳＮＳ等により積極的に発信するとと
もに、首都圏・関西圏における岡山での就職支援を核とした相談窓口の設置や
移住希望者等のニーズを踏まえた支援施策に取り組みます。

移住者への生活情報支援・相談制度

＜分野別計画＞政策２３ 施策①『緑と水の豊かな空間づくり』
公園施設については、効率的な維持補修や更新投資を行っていくための
「公園施設長寿命化計画」に基づき、安全性や機能の確保とライフサイクル
コスト縮減に取り組みます。

子どもが集い、大人も楽しめる公園整備

＜分野別計画＞政策24 施策②『快適で暮らしやすい住環境づくり』
「第２期岡山市空家等対策計画」に基づき、特定空家等や管理不全空家等の対
策を講じることで、市民の生活環境の保全を図るとともに、空き家の利活用促
進や新たな空き家の発生を抑制することで、安全・安心な住みやすいまちづく
りを推進します。

今ある建物の再利用

＜分野別計画＞政策26 施策③『環境学習・環境活動の推進』
多様な主体との連携による自然体験プログラムの実施や生物多様性の保全に取
り組む企業活動の支援、地域での主体的な環境保全活動の担い手づくりを進め
るとともに、岡山ＥＳＤプロジェクトとも連動しながら、公民館や学校等での
環境教育・学習活動を推進し、環境保全活動の輪を広げます。

自然体験を学校行事で実施

＜分野別計画＞政策30 施策②『公共施設等の適正な管理と有効な活用』
道路、上下水道等の社会基盤を含めた公共施設等の総合的で一体的なマネ
ジメント計画に基づき、人口構造の変化等に伴う施設需要の変化を見据えなが
ら、集約化や複合化・多機能化等による施設配置の最適化や総量の適正化、施
設の長寿命化を進めることにより、財政負担の軽減・平準化を図り、安定的な
市民サービスの確保に努めます。

今ある建物の再利用
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イベントを継続及び活性化させ、地域連携の強化に繋げる
コンサート会場の設置や多様なイベントの増加
西大寺の活性化
地域イベントや地域交流会を実施し、参加者を増やす
歴史のイベントへ小中学生の参加を促す
自分の子どもや孫が都会に出ても自慢できるまち づくり

マップや看板の整備

見どころマップやコースを作成

歴史の語り部を育てる

西大寺の活性化

商店街の再生 

西大寺の活性化
観光スポットや食のおいしさをPR動画やSNSで発信
犬島、会陽など魅力ある地域資源をPR
大河ドラマ化に向けた取組の実施
博物館、西大寺文化資料館の活性化
歴史のイベントへ小中学生の参加を促す
歴史を巡るイベントを開催
ツアーを考える
岡山市の東の玄関口であるということを発信
犬島、会陽など魅力ある地域資源をPR
大河ドラマ化に向けた取組の実施
歴史を巡るイベントを開催
ツアーを考える

イベントを継続及び活性化させ、地域連携の強化に繋げる

西大寺の活性化

みんなが集まれる場所を提供

イベントを継続及び活性化させ、地域連携の強化に繋げる

自治会の活性化と地域づくり団体の設立サポート

地域が持つ課題を自身の問題として捉える

イベントを継続及び活性化させ、地域連携の強化に繋げる
コンサート会場の設置や多様なイベントの増加
地域イベントや地域交流会を実施し、参加者を増やす
お見合いパーティーなど地域のお祭りやイベントを増やす
学生がイベント企画に挑戦
区内各地区の連携を深める
子どもが主体的に計画する楽しいイベントの実施
自分の子どもや孫が都会に出ても自慢できるまち づくり
若者のアイデアをしっかりと取り入れた企画の実施

＜区別計画：東区＞方向性１『地域資源をいかした魅力と賑わいづくり』
主に中山間・周辺地域において、地域住民等との協力による地域活性化の促進
を図ります。

自治会の活性化と地域づくり団体の設立サポート

＜区別計画：東区＞方向性１『地域資源をいかした魅力と賑わいづくり』
西大寺駅周辺地区において街路樹や都市公園樹木のボリュームアップなどを進
め、季節の移り変わりが感じられるような魅力ある都市空間づくりを進めま
す。

 建築物に植物を取り入れる

＜区別計画：東区＞方向性１『地域資源をいかした魅力と賑わいづくり』
地域との協働により、各地域の伝統行事・イベント等の一層の魅力向上に努
め、多くの人の来訪につなげます。また、様々な行事を継承するため、活動を
担う人材の育成を進めます。

＜区別計画：東区＞方向性１『地域資源をいかした魅力と賑わいづくり』
「岡山歴史のまちしるべ」等の活用により、区民や観光客がまち歩きを楽しみ
ながら歴史・伝統・文化への理解を深められる環境づくりを進めます。

＜区別計画：東区＞方向性１『地域資源をいかした魅力と賑わいづくり』
五福通り周辺の地域住民による主体的なまちなみの保存や活用への取組を支援
します。

＜区別計画：東区＞方向性１『地域資源をいかした魅力と賑わいづくり』
各地域固有の歴史・伝統・文化等の観光資源について、地域住民、周辺市町、
関係団体との連携を図りながら効果的な活用を進めるとともに、国内外にその
魅力を積極的に発信し、観光客の増加、周遊促進を図ります。さらに、国指定
史跡である万富東大寺瓦窯跡の史跡整備、大廻小廻山城跡の公有化も進めま
す。

＜区別計画：東区＞方向性１『地域資源をいかした魅力と賑わいづくり』
岡山市と瀬戸内市に共通する観光資源などをいかし、観光連携事業の企画、実
施や観光客誘致のためのＰＲを行うことにより、両市における観光客の周遊促
進を図ります。

＜区別計画：東区＞方向性１『地域資源をいかした魅力と賑わいづくり』
地域の交流の場である「元気な新拠点」の活用を促進し、賑わいの創出につな
げます。

＜区別計画：東区＞方向性１『地域資源をいかした魅力と賑わいづくり』
地域団体・高校・大学等と連携した区まちづくり独自企画事業を実施すること
により、郷土愛の醸成や魅力再発見、地域の活性化等を図ります。

＜区別計画：東区＞方向性１『地域資源をいかした魅力と賑わいづくり』
地域住民をはじめ、ＮＰＯや企業等による地域課題解決に向けた取組や地域資
源を活用した活力創出の取組に対する支援を進めます。
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イベントを継続及び活性化させ、地域連携の強化に繋げる
地域イベントや地域交流会を実施し、参加者を増やす
地域が持つ課題を自身の問題として捉える
お見合いパーティーなど地域のお祭りやイベントを増やす
子どもが主体的に計画する楽しいイベントの実施
ボランティアなどの地域貢献活動に積極的に参加
イベントを継続及び活性化させ、地域連携の強化に繋げる
自治会の活性化と地域づくり団体の設立サポート
学生がイベント企画に挑戦
区内各地区の連携を深める
子どもが主体的に計画する楽しいイベントの実施
若者のアイデアをしっかりと取り入れた企画の実施

＜区別計画：東区＞方向性２『多世代が交流・活動できる地域づくり』
地域活動を担う人材の育成につながる講座等の開催などを通じて、地域の新た
な担い手の確保・育成を図ります。

自治会の活性化と地域づくり団体の設立サポート

イベントを継続及び活性化させ、地域連携の強化に繋げる
地域イベントや地域交流会を実施し、参加者を増やす
自治会の活性化と地域づくり団体の設立サポート
「老人想い」のくつろげる集会所、高齢者サロンの充実 
高齢者が集まれる場を作り、参加を促す
困っていることを話せる機会をつくる
若い人や高齢者など地域の人と交流できる場の提供
地域（まち）全体で子どもを育てるまちづくり
隣の人を気にかけて助け合える環境づくり
隣近所の人の顔がわかる環境づくり
会社を誘致し雇用を増やす
企業を誘致する
高校を卒業して働ける職場を増やす

働く場所や職業を増やす

健康的かつおいしいものを生み出す

集落に住む人々への補助金や農業へ斡旋

危険な箇所を除く（イノシシ、猿と共存）

＜区別計画：東区＞方向性４『交通利便性の向上』
都心部へのアクセス性の向上や区内の各地域間の円滑な移動を確保するため、
主要地方道岡山赤穂線（外環状線）、主要地方道岡山牛窓線、主要地方道西大
寺山陽線、市道西大寺上中川町１号線等の幹線道路の整備を進めます。

基幹道路の渋滞緩和や歩道の整備

＜区別計画：東区＞方向性４『交通利便性の向上』
ボトルネックとなっている交差点などを改良することにより、渋滞の緩和・解
消を図ります。

基幹道路の渋滞緩和や歩道の整備

コミュニティバスやライドシェアなど公共交通の整備

電車やバスの整備

コミュニティバスやライドシェアなど公共交通の整備

デマンドタクシーの推進（瀬戸）

ライドシェアや自動運転の導入

＜区別計画：東区＞方向性３『企業立地の推進と持続可能な農業の振興』
瀬戸インターチェンジや産業拠点の周辺などの産業利用の適地において、地域
未来投資促進法の活用や市街化調整区域の開発許可制度の緩和により、工場や
物流施設等の立地を推進します。

＜区別計画：東区＞方向性２『多世代が交流・活動できる地域づくり』
区づくり推進事業等を活用しながら、地域のアイデアをいかした取組を促進
し、地域住民が主体的に進める地域づくりを支援します。

＜区別計画：東区＞方向性２『多世代が交流・活動できる地域づくり』
町内会をはじめとした地域団体と小・中・高等学校、大学等の学校や事業者等
との連携を進め、若者や働く世代を含めた多世代の地域活動への参加を促進し
ます。

＜区別計画：東区＞方向性２『多世代が交流・活動できる地域づくり』
地域の様々な行事等を通じた多世代の交流を促進するとともに、こども、高
齢者等を地域住民全体で見守り、支え合う地域づくりを促進します。

＜区別計画：東区＞方向性３『企業立地の推進と持続可能な農業の振興』
新規就農者等の担い手の確保、経営規模の拡大、大規模農家の法人化、付加価
値の高い農産物の生産と販路拡大等、経営力の向上に向けた施策を推進すると
ともに、これを下支えするため、農地の大区画化や排水改良等を通じて農業生
産性の向上を図ります。また、鳥獣被害対策として、農地への防護柵や捕獲檻
の設置、ＤＸを活用した捕獲駆除等への支援を継続していきます。

＜区別計画：東区＞方向性４『交通利便性の向上』
公共交通の利便性向上を図るため、牛窓方面において、身近な生活関連施設へ
のバス路線延伸などバス路線の再編に取り組むとともに、乗り継ぎ環境の整備
を進めます。また、鉄道の利用促進などに併せ、交通結節点機能の強化を図る
ため、上道駅のバリアフリー化と駅前広場の整備を進めます。

＜区別計画：東区＞方向性４『交通利便性の向上』
生活交通の運行地域において、利用促進と運行サービスの改善に取り組みま
す。また、その他の公共交通不便地域では、地域住民及び交通事業者との連携
により、日常生活に必要な移動手段を確保するための生活交通の導入を進めま
す。
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マップや看板の整備

見どころマップやコースを作成

＜区別計画：東区＞方向性６『安全・安心な地域づくり』
災害による地域の被害を防止・軽減するため、地域防災リーダーの育成や防災
資機材の購入助成、防災訓練への支援等を通じて、自主防災組織の活性化と新
規結成を促します。また、避難行動要支援者の個別避難計画の作成等を支援し
ます。

災害に対する公民館での講座や地域での防災行事 の実施

＜区別計画：東区＞方向性６『安全・安心な地域づくり』
土砂災害や高潮被害等に迅速・的確に対応し、被害を最小限にとどめるため、
ハザードマップの普及や出前講座の実施等により、日頃からの危機意識を醸成
するとともに、避難方法等の一層の周知を図ります。

災害に対する公民館での講座や地域での防災行事 の実施

＜区別計画：東区＞方向性６『安全・安心な地域づくり』
用水路等の危険箇所に対する安全対策を図るため、引き続き転落防止柵等を設
置するハード対策を行うとともに、啓発ポスターの掲示やチラシの配布等のソ
フト対策も実施していきます。

用水路に落ちない工夫

子B86:E107どもがのびのびと育つまちづくり

自然で安全に遊べる公園やボール遊びができる公園の整備

個性的な公園やボール遊びができる公園を整備

子どもも大人も心のケアを受けることができる環境整備

子育てを気軽に相談できるワークショップを実施

＜分野別計画＞政策2 施策①『妊娠期からの切れ目ない健康づくりへの支援』
妊産婦の健康や乳幼児の健やかな成長・発達のための、妊産婦健診、産前産後
の相談支援、育児相談などの親に対する支援や、乳幼児健診、予防接種などの
こどもに対する支援、不妊や不育症の治療費助成などの妊娠・出産を希望され
る方に対する支援といった母子保健事業を通して、それぞれの時期に対応した
切れ目ない支援に取り組みます。

子育てのケアを充実

＜分野別計画＞政策2 施策①『妊娠期からの切れ目ない健康づくりへの支援』
乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）をはじめ、あらゆる機会を
捉えて育児環境を把握するとともに、継続的な支援が必要な場合には、母子保
健と児童福祉が連携して、一人ひとりの状況に応じた包括的な相談支援を行い
ます。

子育てのケアを充実

子育てのケアを充実

子育て環境が整い、必要なものが充実

＜分野別計画＞政策2 施策③『共働き・共育ての推進』
固定的な性別役割分担の解消、男性が家事・育児の知識などを習得する
ための支援、企業に対する働き方改革や男性育休の啓発などに取り組みま
す。

ママさんワークステーションなど女性の多様な働き方支援の充実

＜分野別計画＞政策2 施策②『子育ての負担感や不安感をやわらげる支援』
身近な地域における子育て家庭の交流の場の提供や相談体制の整備、保護者の
休息やリフレッシュなどにつながる育児支援や家事支援、子ども医療費の助成
等による経済的な負担軽減など、子育て家庭の孤立を防ぎ、負担感・不安感を
軽減する取組を進めます。

＜区別計画：東区＞方向性５『健やかに暮らせる地域づくり』
地域の様々な団体が協力し、地域の魅力を再確認して作り上げたウォーキング
マップ「ええとこ発見図」等を効果的にＰＲし、その活用を促進することによ
り、区民が地域の歴史・文化等への理解を深めながら、気軽に歩くことのでき
る機会の増加を図ります。

＜分野別計画＞政策1 施策②『こどもが安全で健やかに育つことができる環境
づくり』
こどもが安全に安心して過ごすことができる居場所づくりを進めるとともに、
多様な遊びや体験ができる場の確保に取り組みます。

＜分野別計画＞政策1 施策④『困難を抱えるこども・若者やその家庭への支
援』
児童虐待、ヤングケアラー、貧困、障害、医療的ケア、いじめ、不登校、
日本語の能力が十分でない外国人市民のこども、ひとり親家庭など、様々
な要因により困難な状況にあるこども・若者やその家庭に対して、一人ひ
とりの状況に応じたきめ細かな支援ができるよう、相談支援体制の充実を
図ります。
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＜分野別計画＞政策3 施策④『豊かな人間性、社会性を育む教育活動の推進』
ふるさとに学ぶ教育を家庭・学校・地域が協働しながら行うことにより、こど
もたちの地域への愛着と誇り、地域を大切にする心を育みます。

小中高で地域学習や地元の歴史を学ぶ

＜分野別計画＞政策3 施策⑤『多様な教育ニーズを踏まえた支援の充実』
不登校の未然防止を進めるため、不登校児童生徒支援員を学校に配置し、不安
に寄り添った支援や、家庭訪問や個別の支援計画の作成による早期の支援に取
り組みます。また、不登校のこどもや不登校傾向があるこどもに対して、一人
一人の個性に寄り添う居場所づくりに取り組みます。

不登校生徒を対象にした学習ボランティアを実施

＜分野別計画＞政策5 施策①『家庭・地域の教育を支える社会教育の推進』
家庭・学校・地域が協働して、未来を担うこどもを持続的に育んでいくことが
できるよう、「コミュニティ・スクール岡山」の学校運営協議会関係者を対象
としたフォーラム等の充実を図り、学校運営協議会と地域学校協働活動の一体
的な推進に努めます。

多様な人が学校教育に関わり、子どもの得意を引き出す

＜分野別計画＞政策5 施策①『家庭・地域の教育を支える社会教育の推進』
授業等の教育活動の支援を行うボランティアの一層の活用により、こども
たちの豊かな学びを育みます。

勉強を教えてくれるボランティアの確保

カフェや談笑スペースなど様々な人が交流できる場づくり

学べる講座の実施（公民館など）

自由に使用できる学習スペースの確保

自立教育や自由に勉学ができる施設を増やす

＜分野別計画＞政策5 施策②『社会教育施設の機能強化』
出会い、つながり、自由に学び合う場となっている公民館では、市民の主体的
な参加のもと、地域の特性を踏まえた企画・運営により、集える場づくりや学
習機会の創出、学びをいかす支援など、ＥＳＤの視点に立った学びと実践をつ
なぐ取組を進め、持続可能な社会の実現に寄与します。
公民館基本方針に定めた重点分野（地域づくり支援、地域防災、共生の
まちづくり、若者の地域参画など）について、地域コミュニティの活性化
や地域活動の担い手づくりを支援するための取組を行います。

文化施設、公民館活動の充実

＜分野別計画＞政策6 施策③『多様な主体による協働の推進』
ＮＰＯ等の市民活動団体が、多様な主体相互のパートナーとして安定的に活動
できるよう支援を行うとともに、関係機関と連携して地域活動の担い手づくり
を進めます。

ボランティアする人を増やす

＜分野別計画＞政策7 施策②『誰もが活躍できる多文化共生の地域づくり』
未来を担うこどもたちや身近に外国人市民が暮らす地域の住民に、多様な文化
に触れる機会を提供するなど、国際理解を深めるための取組を行います。

日本人と外国人の交流会を促進する

＜分野別計画＞政策8 施策②『男女共同参画の推進』
女性活躍が進むことは、企業価値を高め、業績の向上につながるということを
企業に働きかけ、働く女性のためのキャリアアップを支援するとともに、結婚
や出産等のライフステージの変化の中にあっても働き続けられるよう、企業に
仕事と家庭の両立支援制度の充実や女性の健康課題に対する取組等の推進を働
きかけます。また、離職した女性の再就職や女性の起業を支援します。さら
に、取得期間の延伸を含めた男性の育児休業の取得促進の啓発に取り組みま
す。

ママさんワークステーションなど女性の多様な働き方支援の充実

＜分野別計画＞政策10 施策④『ユニバーサルデザインの推進』
公共施設について、誰もが快適に使えるユニバーサルデザインの考え方に基づ
いて整備を進めるとともに、民間施設のユニバーサルデザイン化を促進しま
す。

自転車や車いすで回遊できるまちづくり

＜分野別計画＞政策12 施策①『新たな価値を生み出すイノベーション創出の促
進』
支援拠点「ももスタ」を中心にスタートアップの裾野拡大と事業成長を図るた
め、伴走支援や資金調達環境の整備、相乗効果が期待される市内企業・支援機
関・スタートアップの交流、学生を中心とした若年層の起業家精神の醸成等を
促進します。

起業支援をはじめ若者が活躍しやすい支援の充実

＜分野別計画＞政策5 施策②『社会教育施設の機能強化』
出会い、つながり、自由に学び合う場となっている公民館では、市民の主体的
な参加のもと、地域の特性を踏まえた企画・運営により、集える場づくりや学
習機会の創出、学びをいかす支援など、ＥＳＤの視点に立った学びと実践をつ
なぐ取組を進め、持続可能な社会の実現に寄与します。



【東区】②区のまちづくりワークショップ テーマ『暮らしたいまちにするために必要な取組』の意見の反映結果
第七次総合計画 本文 参考にした意見

＜分野別計画＞政策12 施策③『安定した経営を可能にする事業環境の整備』
市内企業の人材確保のため、新規学卒予定者やＵＩＪターン希望者等の求職者
に向けた企業情報の効果的な発信、企業説明会等による求職者と市内企業との
交流機会の充実等により、雇用のマッチングを推進します。

学生のニーズに応じた職業斡旋を行う

＜分野別計画＞政策14 施策④『まちを支える人材の移住・定住促進』
若い世代をはじめとした今後の社会・経済を支える層に向けて、「暮らすま
ち・働くまち」としての岡山市の魅力をＳＮＳ等により積極的に発信するとと
もに、首都圏・関西圏における岡山での就職支援を核とした相談窓口の設置や
移住希望者等のニーズを踏まえた支援施策に取り組みます。

SNSで情報発信し、若い世代の移住を呼び込む

流入する人への家賃支援など 受け入れ体制を整える

東区の魅力を広げ、移住者を増やす

＜分野別計画＞政策２３ 施策①『緑と水の豊かな空間づくり』
公園施設については、効率的な維持補修や更新投資を行っていくための
「公園施設長寿命化計画」に基づき、安全性や機能の確保とライフサイクル
コスト縮減に取り組みます。

自然で安全に遊べる公園やボール遊びができる公園の整備

＜分野別計画＞政策24 施策②『快適で暮らしやすい住環境づくり』
「第２期岡山市空家等対策計画」に基づき、特定空家等や管理不全空家等の対
策を講じることで、市民の生活環境の保全を図るとともに、空き家の利活用促
進や新たな空き家の発生を抑制することで、安全・安心な住みやすいまちづく
りを推進します。

空き家をリノベーションした交流スペースを開設

＜分野別計画＞政策25 施策③『自転車先進都市の推進』
誰もが自転車を安全で快適に楽しく使える都市をめざして、自転車で走り、楽
しむことのできる通行環境を整備するとともに、放置自転車解消に向けた取組
を進めます。

自転車や車いすで回遊できるまちづくり

＜分野別計画＞政策26 施策①『生物多様性の保全と環境との共生』
身近な場所で多様な自然風景や野生生物に触れ合える環境を保全し、次世代に
引き継いでいくため、科学的な知見と多様な主体の参画により策定した「生物
多様性おかやまプラン」に基づき、地域住民、企業、ＮＰＯ等と連携・協働
し、身近な生きものや希少野生生物の保護等を戦略的に推進します。

自然を大事にし、山・川などの手入れをかかさない

ゴミがないクリーンな地域づくり

ゴミをまちに捨てない、持ち帰る、きちんと分別する

＜分野別計画＞政策30 施策①『健全で持続可能な財政運営』
既存事業の抜本的な見直しや経常的経費の見直しの徹底、有利な財源の活用等
により、必要な財源確保を図ることで、財源調整のための基金の残高を一定程
度保ちつつ、市債の残高や指標にも留意しながら、将来世代に負担を先送りし
ない中長期的な展望に立った健全で持続可能な財政運営を行います。

無駄な財政の支出を削減

＜分野別計画＞政策30 施策⑤『信頼と共感を得る市政運営』
広報紙やホームページ、ＳＮＳ等の様々な媒体を用い市政情報の発信内容や伝
え方の工夫に努め、より多くの市民に向けて、わかりやすく伝わりやすい方法
で市政情報を発信します。

地域や制度の情報発信の強化、情報を受け取る場の整備

＜分野別計画＞政策14 施策④『まちを支える人材の移住・定住促進』
若い世代をはじめとした今後の社会・経済を支える層に向けて、「暮らすま
ち・働くまち」としての岡山市の魅力をＳＮＳ等により積極的に発信するとと
もに、首都圏・関西圏における岡山での就職支援を核とした相談窓口の設置や
移住希望者等のニーズを踏まえた支援施策に取り組みます。

＜分野別計画＞政策26 施策④『市民、事業者との協働による美しく快適なまち
づくり』
ごみのポイ捨てや路上喫煙を防止するための活動を継続するととも
に、美化推進重点区域内外での一斉清掃への参加呼びかけや、「美しいま
ちづくりの日」における自主的な清掃活動などを通じて、市民、事業者
による環境美化活動を推進します。また、三大河川流域の関係市町との
協力により、河川及び海の環境美化活動を進めます。さらに、地域住民
で組織され、身近な環境美化活動に取り組む環境衛生協議会の円滑な運
営のための支援を行います。
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ペットの避難訓練

災害対策・避難施設の充実

防災を考える防災教育

防災情報の発信

災害対策・避難施設の充実

住民・若者主体で防災イベントを企画

防災訓練の定期開催

防災訓練への参加の促進

＜区別計画：南区＞方向性１『地域で取り組む防災・防犯対策の充実』
安全・安心ネットワーク等による防犯や交通安全のための自主的な地域の見回
り活動を支援するとともに、防犯ボランティア団体への情報提供や研修の実施
等により、活動の活性化及び地域の防犯意識の向上を図ります。

地域による見守りの継続・支援

街灯の充実

街灯増で夜間明るいまち

防犯対策や交通安全の推進

＜区別計画：南区＞方向性１『地域で取り組む防災・防犯対策の充実』
用水路等の危険箇所に対する安全対策を図るため、引き続き転落防止柵等を設
置するハード対策を行うとともに、啓発ポスターの掲示やチラシの配布等のソ
フト対策も実施していきます。

川、用水路への柵設置

地域資源を活用したブランド化、ご当地グルメの開発

農家への支援

農家継続支援、農家と生活者をつなぐ農業体験

農家継続支援、農家と生活者をつなぐ農業体験

その場で味わえる安い産直市場

魅力的な企業の誘致

＜区別計画：南区＞方向性２『活力のある農業・産業の振興』
物流軸沿線や産業拠点の周辺などの産業利用の適地において、地域未来投資促
進法の活用や市街化調整区域の開発許可制度の緩和により、工場や物流施設等
の立地を推進します。

ものづくり企業を含む企業誘致

＜区別計画：南区＞方向性３『多様な担い手の参加・協働による地域活動の活
性化』
町内会や安全・安心ネットワーク等の地域コミュニティは、災害が起こった際
の重要な役割を持つ共助を担う単位でもあることから、その活動の活性化を支
援します。

支え合える人間関係

イベントの開催（多世代・地域・若者交流、文化や伝統の承継）
サロン活動、悩みやニーズを聞ける場
チーム灘のような若者が活動できる環境の整備
ワークショップ開催・交流を通じて文化や情報の入手
近隣住民・地域・市民、老若男女のつながりの強化
区民が話し合い、伝え合う、世代間交流の場
若者が主体的に参画できるイベントの開催
親子で楽しめるイベント他楽しいイベント、祭りを増やす（カモメ朝市夜
市、シティログ、キッチンカー、区役所でマルシェ、港と島の交流、大規
模マルシェ、人と人がつながるイベント、農業イベント、公民館でコンサー
ト）
町内会の再編と活性化

＜区別計画：南区＞方向性１『地域で取り組む防災・防犯対策の充実』
津波災害や浸水被害等に迅速・的確に対応し、被害を最小限にとどめるため、
ハザードマップの普及や出前講座の実施等により、日頃からの危機意識を醸成
するとともに、避難方法等の一層の周知を図ります。また、地域との連携によ
る避難所運営機能の充実・強化を図ります。

＜区別計画：南区＞方向性１『地域で取り組む防災・防犯対策の充実』
平成３０年７月豪雨災害を教訓として、地域防災リーダーの育成、防災資機材
の購入助成や防災訓練への支援等、自主防災組織に対する支援強化を図り組織
の活性化と新規結成を促進します。また、避難行動要支援者の個別避難計画の
作成等を支援します。

＜区別計画：南区＞方向性１『地域で取り組む防災・防犯対策の充実』
犯罪や交通事故の減少等に向けた警察や防犯団体等との連携を強化するととも
に、地域における防犯灯や防犯カメラの設置等を推進し、安全・安心に暮らせ
るまちづくりを進めます。

＜区別計画：南区＞方向性２『活力のある農業・産業の振興』
持続可能な農業をめざして各種施策を国や県、農業者団体等と連携して推進し
ます。また、干拓農地としての規模的な優位性や地理的利便性等をいかしなが
ら、新規就農者等の担い手の確保、経営規模の拡大、低コストで付加価値の高
い農産物の生産とその販路拡大等により、経営力の向上を図ります。

＜区別計画：南区＞方向性２『活力のある農業・産業の振興』
サウスヴィレッジでのイチゴやブドウなどの収穫体験や地元農家で採れた農産
物の直売等を通じて、農業や食への関心を深めてもらい、都市と農村の交流促
進を図ります。

＜区別計画：南区＞方向性３『多様な担い手の参加・協働による地域活動の活
性化』
高齢化による担い手不足を解消し、地域活動を活性化させるために、地域にお
ける世代交流と地域活動への参加意識の向上を図ります。
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イベントの開催（多世代・地域・若者交流、文化や伝統の承継）
チーム灘のような若者が活動できる環境の整備
町内会の再編と活性化
イベントや祭りへの補助金の充実
区と地域のつながり強化
祭りを増やし観光資源に
支え合える人間関係
チーム灘のような若者が活動できる環境の整備
ワークショップ開催・交流を通じて文化や情報の入手
近隣住民・地域・市民、老若男女のつながりの強化
町内会の再編と活性化
交流の場を通した交流の活性化
人・地域・しごとをつなぐ場の提供
地域ネットワークの構築・趣味のコミュニティ

今在るものを残し続ける取り組み

地域の花や歴史を残す

地域を生かした観光地区の充実

地域資源を活用したブランド化、ご当地グルメの開発
SNSなどで幅広い層の興味を惹く
SNSを活用した情報発信と情報のフォローの促進
観光資源のSNS発信
絶景スポットや観光地をSNSで魅力を見直し発信
地域行事情報がすぐ手に入る仕組みづくり
地産地消イベント
特産品を発信
南区の宝の明確化と理解

＜区別計画：南区＞方向性５『交通の利便性の向上』
都心部へのアクセス性の向上や区内の各地域間の円滑な移動を確保するため、
引き続き主要地方道岡山児島線等の幹線道路の整備を進めます。

道路、歩道の整備（環状道、道路路面、緑道）

バス路線の新設

バス路線や便数の増加

公共交通の充実（電車、バス、タクシー、ブンタク、自動運転化）

公共交通の充実（電車、バス、タクシー、ブンタク、自動運転化）

コミュニティバス、福祉バスの活用

デマンドタクシー、ライドシェアの充実

買い物支援の仕組みづくり

道路、歩道の整備（環状道、道路路面、緑道）
ニュースポーツによる3世代交流
子どもが遊べる公園・遊歩道の整備
子どもが遊べる公園や自然公園、遊歩道の整備
子どものためのものづくり・遊びイベントの開催 
子育てが安心してできるまち
子育て世帯に対し親子で交流できるイベントの開催 

＜分野別計画＞政策1 施策①『こども・若者の権利の尊重』
施策の目的や内容、対象とするこども・若者の年齢や発達の程度などに応じ
て、こども・若者が意見を表明することができるように、様々な手法で意見聴
取する機会の充実に努めるとともに、社会的養護におけるこどもの権利擁護に
取り組みます。

若者の意見をもっと聴き、活動を積極的に支援

＜区別計画：南区＞方向性５『交通の利便性の向上』
迫川地域で運行中のデマンド型乗合タクシーの更なる利用促進や運行改善を地
域住民及び運行事業者と連携して取り組みます。また、他の公共交通不便地域
においても、地域住民及び交通事業者との連携により、日常生活に必要な移動
手段を確保するための生活交通の導入を進めます。

＜区別計画：南区＞方向性３『多様な担い手の参加・協働による地域活動の活
性化』
区づくり推進事業等を通じて、地域防災力の向上、地域文化の継承等の地域固
有の課題を自ら解決しようとする地域活動を支援します。また、地域活動への
参加を促進し、地域コミュニティの活性化を図ります。

＜区別計画：南区＞方向性３『多様な担い手の参加・協働による地域活動の活
性化』
地縁団体のみならず、事業者、学校、ＮＰＯ、行政等の多様な担い手の相互理
解やつながりを深めていくことにより、地域全体のまちづくり活動を活性化
し、地域の一体感の更なる醸成を図ります。

＜区別計画：南区＞方向性４『地域の魅力の発掘・発信』
各地域にある美しい自然や固有の歴史・伝統・文化等を再認識し、地域への関
心や愛着を高めるため、国指定史跡である彦崎貝塚に憩える芝生広場を整備
し、自然環境豊かな瀬戸内海国立公園、地域の歴史・文化の由来等を記した看
板等を活用します。

＜区別計画：南区＞方向性４『地域の魅力の発掘・発信』
年間を通じて開催されている地域の特色あるイベント等を含め、南区の魅力を
広報紙やホームページ、ＳＮＳ等により区内外に発信し、他地域との交流を促
進します。

＜区別計画：南区＞方向性５『交通の利便性の向上』
公共交通の利便性向上を図るため、妹尾方面、芳泉・岡南方面において、駅や
身近な生活関連施設へのバス路線延伸などバス路線の再編に取り組むととも
に、乗り継ぎ環境の整備を進めます。

＜区別計画：南区＞方向性６『健やかに暮らせる地域づくり』
大型遊具のリニューアルが予定されている浦安総合公園、家族連れで賑わう灘
崎町総合公園、山田グリーンパーク等の大規模公園やスポーツ施設等の地域資
源をさらに充実させ子育てしやすいまちづくりを促進するとともに、こどもか
ら高齢者までの健康づくりを進めます。
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みんなの食堂で地域交流する

子ども食堂を活用

児童クラブ等学校と地域の連携

＜分野別計画＞政策1 施策③『若者の成長と未来のための支援』
個人の多様な価値観を尊重することを前提として、青年期の若者が、自分自身
が望むライフプランを実現することができるように、就労や結婚の支援などに
取り組みます。

出会いの場を増やす施策の実施

＜分野別計画＞政策1 施策④『困難を抱えるこども・若者やその家庭への支
援』
教育・福祉・保健等の関係機関や民間団体、民生委員・児童委員をはじめとす
る地域との協働のもと、支援が必要なこども・若者や家庭の早期発見に努め、
社会から孤立することがないよう、必要な支援につなげていきます。

子ども食堂を活用

住宅補助や空き家の有効活用

給食費や子ども医療費の完全無償化

子どもを持つ家庭の支援（コミュニティの充実）

＜分野別計画＞政策2 施策③『共働き・共育ての推進』
保育士確保策を継続して保育の受け皿の確保に努めるとともに、こどもの特性
や状況に応じた支援など保育の質の向上を図ります。

病児保育の充実

小学校から町や地域の歴史、伝統を学ぶ機会の創出

地域とともに学ぶ学校教育の推進

地域と学校の連携強化

地域学協働の推進

公共施設講座の充実

公民館施策の振興

公民館施策振興と図書館（コーナー）の充実

社会教育士の支援

社会教育施策の振興

＜分野別計画＞政策5 施策②『社会教育施設の機能強化』
地域住民の学びと活動の拠点である公民館や図書館等の社会教育施設につい
て、計画的な長寿命化等の環境整備を行うとともに、災害時の対応も含めた機
能強化を図ります。

公共施設（コミュニティハウスや公民館、図書館）の整備

＜分野別計画＞政策6 施策③『多様な主体による協働の推進』
ＮＰＯ等の市民活動団体が、多様な主体相互のパートナーとして安定的に活動
できるよう支援を行うとともに、関係機関と連携して地域活動の担い手づくり
を進めます。

ボランティア活動支援

＜分野別計画＞政策8 施策①『多様性を認め合える人権尊重の社会づくり』
性的マイノリティや外国人市民なども含め、誰もが暮らしやすい社会の実現に
向けて、性別や国籍などにとらわれず、差別や偏見のない、多様性が尊重され
る社会の構築に向けた取組を進めます。

差別のないまちの推進

＜分野別計画＞政策1 施策②『こどもが安全で健やかに育つことができる環境
づくり』
こどもが安全に安心して過ごすことができる居場所づくりを進めるとともに、
多様な遊びや体験ができる場の確保に取り組みます。また、これらの居場所や
活動の場づくりを通して、地域において新たなつながりの輪が広がっていくよ
うに、交流の機会の提供に努めます。

＜分野別計画＞政策2 施策②『子育ての負担感や不安感をやわらげる支援』
身近な地域における子育て家庭の交流の場の提供や相談体制の整備、保護者の
休息やリフレッシュなどにつながる育児支援や家事支援、子ども医療費の助成
等による経済的な負担軽減など、子育て家庭の孤立を防ぎ、負担感・不安感を
軽減する取組を進めます。

＜分野別計画＞政策3 施策④『豊かな人間性、社会性を育む教育活動の推進』
ふるさとに学ぶ教育を家庭・学校・地域が協働しながら行うことにより、こど
もたちの地域への愛着と誇り、地域を大切にする心を育みます。

＜分野別計画＞政策5 施策①『家庭・地域の教育を支える社会教育の推進』
家庭・学校・地域が協働して、未来を担うこどもを持続的に育んでいくことが
できるよう、「コミュニティ・スクール岡山」の学校運営協議会関係者を対象
としたフォーラム等の充実を図り、学校運営協議会と地域学校協働活動の一体
的な推進に努めます。

＜分野別計画＞政策5 施策②『社会教育施設の機能強化』
出会い、つながり、自由に学び合う場となっている公民館では、市民の主体的
な参加のもと、地域の特性を踏まえた企画・運営により、集える場づくりや学
習機会の創出、学びをいかす支援など、ＥＳＤの視点に立った学びと実践をつ
なぐ取組を進め、持続可能な社会の実現に寄与します。
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＜分野別計画＞政策8 施策②「男女共同参画の推進」
固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）
の解消に向けて、社会全体の意識の醸成を図るため、幼児から高齢者までの幅
広い世代に対しての啓発を推進するとともに、男性の育児・家事・介護への参
加を促進し、性別に関係なく仕事と家庭を両立できる環境づくりを企業に働き
かけます。また、様々な意思決定の場への女性の参画を促進するよう啓発しま
す。

ジェンダーへの理解

＜分野別計画＞政策9 施策②『いきいきと活躍できる生涯現役社会づくり』
社会福祉協議会のボランティアセンターと連携し、高齢者が長年培ってきた知
識・経験を公民館講座や地域のサロンなどでいかす機会を提供することで、社
会参加を促進します。

シルバー世代にも開けた施設の充実

＜分野別計画＞政策10施策②『地域福祉の推進』
高齢者・障害者等が安心して快適な生活を送ることができるよう、日常生活へ
の支援や在宅介護等のサービスを充実させるとともに、地域での見守りや安
全・安心な生活の確保のための地域福祉活動の活性化を図ります。

介護、看護サービス、買い物支援の充実

＜分野別計画＞政策11施策①『支え合いの地域づくり』
「地域包括ケアシステム」の深化・推進に取り組むため、介護のみならず、８
０５０問題、孤独・孤立や終活など、複雑化・多様化する様々な課題につい
て、高齢者や家族が相談し総合的な支援を受けられる体制づくりや、地域住民
同士による支え合い活動を活性化する地域づくり、高齢者施設の整備等を推進
します。

介護、看護サービス、買い物支援の充実

＜分野別計画＞政策11 施策③『認知症対策の推進』
誰もが気軽に立ち寄ることのできる集いの場、相談の場が確保されるよう、認
知症カフェなどの居場所づくりを推進するほか、介護サービス事業所等におい
て認知症の人やその家族等に相談・支援を行う取組を進めます。また、認知症
に対応できる医療・介護の人材を育成するとともに、認知症への取組と保健・
医療・福祉の有機的な連携を図ることで、認知症の人が医療・介護サービスを
適時かつ切れ目なく利用できるようにします。

認知症カフェ（オレンジカフェ）の開催

コミュニティハウス等への空き家の活用

住宅補助や空き家の有効活用

＜分野別計画＞政策25 施策③『自転車先進都市の推進』
誰もが自転車を安全で快適に楽しく使える都市をめざして、自転車で走り、楽
しむことのできる通行環境を整備するとともに、放置自転車解消に向けた取組
を進めます。

レンタサイクルの普及や自転車の乗りやすい道の整備

＜分野別計画＞政策26 施策①『生物多様性の保全と環境との共生』
身近な場所で多様な自然風景や野生生物に触れ合える環境を保全し、次世代に
引き継いでいくため、科学的な知見と多様な主体の参画により策定した「生物
多様性おかやまプラン」に基づき、地域住民、企業、ＮＰＯ等と連携・協働
し、身近な生きものや希少野生生物の保護等を戦略的に推進します。

自然保護の推進

＜分野別計画＞政策24 施策②『快適で暮らしやすい住環境づくり』
「第２期岡山市空家等対策計画」に基づき、特定空家等や管理不全空家等の対
策を講じることで、市民の生活環境の保全を図るとともに、空き家の利活用促
進や新たな空き家の発生を抑制することで、安全・安心な住みやすいまちづく
りを推進します。


